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申込締切申込締切

10.27
2025

フリーキャスター/気象予報士根本 美緒 氏

髙橋 新悦 氏 宮城県仙台市副市長

藤野 純一 氏

14：00 開会挨拶 環境省
14：05 挨　　拶 髙橋 新悦 氏 宮城県仙台市副市長

14：10 講　　演
アイリスオーヤマ株式会社 執行役員管理本部長

「アイリスオーヤマ～ユーザーインの地球脱炭素活動について～」

14：25 パネルディスカッション①
「東北の先行地域から学ぶ脱炭素地域づくりのヒント」
ファシリテーター

パネリスト

中里 裕美 氏 岩手県環境生活部長

髙橋 浩人 氏 秋田県大潟村長

遠藤 譲一 氏 岩手県久慈市長

15：25 パネルディスカッション②
「東北の豊かな暮らしを実現する脱炭素の取組」

佐藤 貴幸 氏 フィデアエナジー株式会社 代表取締役社長
フィデアホールディングス株式会社 営業企画部GX室長 

小出 浩平 氏 陸前高田しみんエネルギー株式会社 取締役会長

16：25 閉会挨拶

ファシリテーター

パネリスト

田中 伸生 氏

公益財団法人地球環境戦略研究機関 上席研究員 
戦略マネージメントオフィス プリンシパルシナジーコーディネイター

桧山 智明 氏 みやぎ生活協同組合 環境・サステナビリティ推進部長

村上 ひろみ 氏 株式会社北洲 代表取締役社長

環境省
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村上 ひろみ 氏
株式会社北洲 代表取締役社長
岩手県北上市生まれ。1986年 立教大学社会学部卒業後、松下電工
(株)へ入社。1990年 株式会社北洲ハウジングへ入社。2001年 合併
後の株式会社北洲 取締役、2003年 常務取締役を経て、2005年に代
表取締役社長就任。宮城県再生可能エネルギー等・省エネルギー促進
審議会委員、(一社)東北経済連合会 副会長 兼地域政策委員会委員
長、仙台経済同友会 副代表幹事。次代まで資産価値の続く、環境負荷
の少ない高気密高断熱住宅の普及を目指し、建設資材・新築・リフォー
ム・非住宅事業を展開している。

髙橋 新悦 氏
宮城県仙台市副市長

藤野 純一 氏
公益財団法人地球環境戦略研究機関 上席研究員 
戦略マネージメントオフィス プリンシパルシナジー
コーディネイター
1972年生まれ。東京大学大学院博士課程（電気工学）修了後、国立環
境研究所入所。2019年よりIGES。政府の委員会でパリ協定の目標値
を策定。2005年から気候変動COPに連続現地参加。内閣府「環境未
来都市」委員、脱炭素先行地域評価委員会座長代理等で地域脱炭素・
GX支援。2018年7月に世界初のVoluntary Local Reviewsレポート
を公表。グローバルおよびアジア太平洋シナジーレポートの作成支援
も。

佐藤 貴幸 氏
フィデアエナジー株式会社 代表取締役社長 
フィデアホールディングス株式会社 営業企画部GX室長 
秋田県大仙市出身。2006年北都銀行入行。支店勤務を経て、2014年
より本部にて地域の再生可能エネルギー導入に向けたファイナンス及
び事業支援を担当、2023年2月よりフィデアホールディングス営業企
画部GX室長に就任し、地域企業の脱炭素経営支援及び企画を担当、
2024年11月より兼務にて現職。地域の再生可能エネルギーの活用を
軸に地域の脱炭素及び経済の活性化の両立を目指す。

田中 伸生 氏
アイリスオーヤマ株式会社 執行役員管理本部長

1994年アイリスオーヤマ株式会社入社。システム部門に配属後、
1997年に米・ウィスコンシン工場に駐在。 2003年からアイリスプラザ
でEC事業を担当後、2015年に中国大連のアイリスオーヤマ発展有限
公司に統括部長として着任。 2019年から秘書室に異動し、2024年か
ら管理本部にて総務部・人事部・秘書部などを管轄する執行役員本部
長。地方自治体の脱炭素・防災など課題解決について担当。

小出 浩平 氏
陸前高田しみんエネルギー株式会社 取締役会長
1964年生まれ。中央大理工学部修了。戸田建設入社、95年気候危機
に気づき、ライフワークとしてNPO活動スタート。その後、ミスミグルー
プを経て、2009年にワタミグループに入社。14年環境事業子会社社長
に就任。食糧・エネルギー・経済が循環する地域づくりを目指し、地域新
電力事業に注力。16年大分県うすきエネルギー、19年陸前高田しみん
エネルギー等を立ち上げる。陸前高田では再エネ導入（営農強化型太
陽光発電）の他、地域づくり活動としてグリーンスローモビリティ事業な
どを推進。愛読書「サスティナブルコミュニティ」（川村健一著）

桧山 智明 氏
みやぎ生活協同組合
環境サステナビリティ推進部 部長
東北大学法学部卒業後、1984年東北大学生協に入職。同専務理事、
その後大学生協東北事業連合専務理事を経て、2010年みやぎ生活協
同組合に移籍。同生協では経理部長、福祉事業担当部長を経験し、
2022年より現職。同時に東北地区の生協の環境部署との窓口も兼務
している。現在は「2030年までの環境サステナビリティ政策～7つのア
クションプラン」の策定と実践の責任者を務めている。その中では、CO₂
削減とRE100、再エネ開発、エシカル消費と3Ｒの推進等を98万人の
組合員とともにすすめている。

仙台市出身。1980年仙台市役所入庁。都市整備局都市開発部長、都
市整備局次長、復興事業局復興事業監、若林区長、建設局長、水道事
業管理者などを歴任。平成30年に仙台市副市長に就任し、環境局や都
市整備局、交通局等を所管。市民や民間事業者、大学等と連携しなが
ら、再生可能エネルギーの普及や建築物の省エネ化など、脱炭素都市
づくりの推進に取り組んでいる。
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登壇者プロフィール
一覧

根本 美緒 氏
フリーキャスター/気象予報士
慶應義塾大学経済学部卒業後、東北放送アナウンサーとして活動。気
象予報士の資格を取得し、フリーに転向。 「みのもんたの朝ズバッ!」お
天気コーナーを担当し人気を集め、 さまざまなメディアにて活躍。 
2020年上智大学大学院地球環境学研究科地球環境学修士課程修
了。現在、TOKYO MX「堀潤Live Junction」コメンテーター他、東京
大学大学院新領域創生科学研究科博士課程、上智大学地球環境学科
非常勤講師。

中里 裕美 氏
岩手県環境生活部長
1989年４月岩手県入庁、20年保健福祉部子ども子育て支援室室長、
22年文化スポーツ部副部長、23年企業局長を経て、25年に環境生活
部長に就任。企業局長としては、県内の小売電気事業者と連携して、企
業局が発電した電力を県内に供給する体制を構築した。現在は、環境
生活部長として、市町村と連携を図りながら、エネルギーの地産地消や
サーキュラーエコノミーなども含めて地域の脱炭素化に向けて取り組
んでいる。

遠藤 譲一 氏
岩手県久慈市長
1953年岩手県久慈市生まれ。中央大学法学部卒業後、1977年に岩
手県庁入庁。久慈地方振興局総務部企画振興課長、県南広域振興局
北上総合支局長などを歴任し、2009年に岩手県庁退職。2014年に久
慈市長初当選、現在３期目。「子どもたちに誇れる笑顔日本一のまち久
慈」をまちづくりの基本理念に掲げ、東日本大震災や令和元年台風第
19号による自然災害からの復興や、少子化・人口減少対策などの社会
課題解決に向け、市政運営に精力的に取り組んでいる。

髙橋 浩人 氏
秋田県大潟村長
昭和35年秋田県能代市（旧二ツ井町）生まれ。昭和43年に家族と共に
大潟村に入植。東京農業大学農学部を卒業後、派米農業研修を経て就
農。平成12年から大潟村村議会議員を1期務めた。平成20年９月に大
潟村長に就任し、現在は５期目の任期中。就任当初より環境へ配慮した
農業施策や再生可能エネルギー関連事業に積極的に取り組んでいる。


